　「Surfeit of Thieves」訳本

　「泥棒だらけ」

　著者：Aniis Noru
　「これは興味ぶかいな」人里はなれた城に立ち並ぶ尖塔を目指して進んでいく、その黒塗りの馬車の一団を見つめながら、Indykは目を細めて呟いた。馬車の各々には異国の華々しい紋章が印されており、その紋章に塗られた漆は２つの月の光を受けて煌めきを放っている。「どんな連中だと思う？」
　「金を持ってる、ってのは確かなようね」ニンマリと笑って、彼の相棒のHeriahは答えた。「きっと、金集めに夢中の、何処かの新しい帝国教団でしょうよ」
　「街に行って、あの城の情報を出来るだけ集めてきてくれ」Indykは言った。「あの見慣れない奴らが何者かも、少しは分かるかも知れない。この丘で、明日の夜に落ち合おう」
　Heriahは２つの素晴らしい特技を持ち合わせている。開錠〔picking locks〕と情報収集〔picking information〕だ。翌日の夕暮れまでに、彼女は例の丘に戻っていた。その１時間後には、Indykと合流した。
　「あそこはAld Olyraと呼ばれてるわ」彼女は説明を始める。「遡ること第二時代の頃に、貴族たちが集まって疫病から自分らの身を守るために、あれを建てたのよ。それで、その流行り病にやられた民衆を何人たりとも中に入れて感染を広げさせないように、当時としては非常に念の入ったセキュリティ・システムを作り上げたってわけ。もちろん、その殆どは壊れて動かなくなってるだろうけど、でも、どの類の錠と罠が未だ作動しているかは見当が付くわよ。そっちは？」
　「決して上首尾とは言えないね」Indykは顔を顰めてみせる。「地元の連中にも、あいつらのことは誰も見当も付かないようだったな。諦めようかと思っていたところで、船着場で坊さんに会ってな。そいつの言うことには、その師匠たちは聖Eadnua結社とかいう秘密結社の一員なんだと。それで、そのParathionっていう奴と暫らく話し込んで分かったんだが、今夜、その連中が儀式で宴会みたいなのを開くようなんだよ」
　「それで、そいつらは金を持ってるの？」じれったそうにHeriahは尋ねた。
　「その坊さんは決まり悪そうに言ってたが、そのようだな。ただし、今夜ずっと、連中は城に居るんだぜ」

「私にはピックが在るもの」Heriahはウインクしてみせた。「チャンスは私達に微笑んでくれたわ」
　彼女は城の地図を取り出して地面に敷いた。それによれば、大広間と台所は正門に近くて、馬小屋と警備の厳重である武器庫は裏手に位置している。その盗賊たちは、きっと上手くいくだろう手口を練り上げた。つまり、Indykが注意を惹いている隙に、Heriahが城に忍び込んで持てるだけの戦利品を掻き集める、というものだ。相棒が壁を攀じ登るまで待ってから、それからIndykは門の戸を敲くという手筈になっている。きっと、今回は、彼は吟遊詩人か迷子の冒険者に扮していることだろう。その細かいところは、出たとこ勝負のお楽しみだった。
　門に近づいてきた女にIndykが話しかけるのを、Heriahは耳にした。しかし、かなり離れているので、どんな言葉を交わしているかまでは聞こえてこない。彼は明らかに上手く事を運んだようで、その直後に、扉が閉ざされる音を聞いた。Indykには、彼女から渡された呪符が在るのだ。
　武器庫に仕掛けられた罠やら錠やらは、ほんの僅かばかりのものだった。疑いも無く、時の流れの中で鍵の多くが失われてしまっていた。結社の財宝を警備する召使が誰であるかは知らないが、その召使の手によって幾らかの鍵が新しく備え付けてあった。それに、新たに設置された罠の込み入った留金やら閂やらを始末するのに、余計な時間を使ってしまった。しかし、古来からの密やかな“仕事”に取り掛かるのを目前にして、Heriahは自身の鼓動が期待に高まるのを感じていた。「この扉の先に在るものが何であれ、」彼女は思う。「こうして厳重に守るだけのメリットが在る素晴らしいものに違いない」
　ついに扉は静かに開け放たれて、その盗賊は自身の強欲の見せる夢が現実の前に霞むのを感じた。黄金に輝く財宝の山、それが込められた当時のままの魔力で微光を発する古代の遺物、値の付けられない程の武具、握りこぶし大の宝石、幾列にも連なる珍しいポーション、積み上げられた貴重な書類と巻物。その光景に有頂天になった彼女の耳には、その背後から近づく男の足音は入ってこなかった。
　「Tressedさんですね」その男の声に、彼女は跳び上がってしまった。
　その僧侶は、金糸と銀糸でもって入念に編まれた、フードつきの黒いローブを着込んでいた。一瞬、彼女の口からは何も出てこなかった。これはIndykの大好きな“出会い”の類であるけれど、彼女には何も考えられずに、ただ男の言葉を予期していたかのように見えることを願って頷くばかりだった。
　「ちょっと迷ってしまったようね」どもりながら言葉を吐き出す。
　「そのようですね」男は笑ってみせる。「ここは武器庫です。ダイニング・ルームに案内しますよ。あなたは居らっしゃらないかと思っていましたよ。宴会も、そろそろ、お開きですから」
　Heriahは僧侶の後を追って、中庭を横切って、ダイニング・ルームに通ずる二重扉の前にやってきた。その部屋の外には彼の着込んでいるのと同一のローブが一着だけフックに掛けてあり、それを訳知り顔の笑顔でもって彼女に手渡した。そのローブを彼女は手早く身に着ける。Heriahは彼を真似てフードを目深に下ろして、それから広間に入っていった。
　大きな食卓の、その卓上と周囲に並べられた幾つもの松明が人影を照らし出している。各々が同じく黒のローブに身を包んでおり、その顔立ちは完全に覆われてしまっている。見たところ、饗宴は終わった後のようだった。小皿と大皿は空になって、どの木製のコップにも僅かばかりの食べかすが付いているだけである。どうやら、断食明けの饗宴であるらしい。Heriahは立ち止まって、この豪勢な食事を逃してしまった、あの可哀そうなTressedのことを少しだけ考えた。
　その食卓中央に置かれた唯一の装飾品は、この場に相応しくないものだった。それは大きな黄金製の砂時計で、最後の数分を刻んでいるところだった。
　その場の誰もが同じような容貌であるけれど、ある者達は眠り込んでおり、ある者達は互いに陽気に言葉を交わしており、ある１人はリュートを奏でている。そのリュートがIndykのものであることに彼女は気づいた。そして、その男の指輪もまた。こうしてフードが顔を隠してくれていることに、Heriahは不意に感謝したくなった。きっと、Heriahのことも、彼女がドジを踏んでしまったことも気づいていないだろう。
　「Tressedさんです」Heriahを連れてきた男の声に合わせて、一同は一斉に彼女の方を向いて唐突に拍手を始めた。
　酔い潰れていない結社のメンバーは、立ち上がって彼女の手の甲にキスを呉れて自己紹介に移った。

「Nirdlaです」
　「Suelecです」

「Kylerです」

　それらの名前は奇妙なものになっていった。
　「Toniopです」

　「Htillytsです」

　「Noihtarapです」

　彼女は思わず笑ってしまった。「なるほど。どれも逆から読んであるのね。だから、本当の名前は、Aldrin、Celeus、Relyk、Poinot、Styllith、それにParathionという訳なのよね」
　「もちろん」例の青年は答えた。「椅子に掛けますか？」
　「いは」Heriahは忍び笑いを漏らすと、家庭仮面劇〔※１〕の精神に倣って空いた椅子に腰かけた。「思うに、あの砂時計が流れ終わったら、その名前の逆さ読みも終わりなのね？」
　「その通りよ、Tressedさん」彼女の隣の女が言った。「これこそ、私達の結社の、ちょっとした楽しみの１つなのよ。この城ときたら、私達が宴会を開く場所としては、皮肉なくらいに相応しいと思うわ。何と言っても、ある意味では生ける屍の、あの疫病の犠牲者たちを遠ざけるために工夫が凝らされたものなんだからね」
　松明から漏れ出す臭気に眩暈を覚えたHeriahは、彼女の隣で眠り込んでいる男に体をぶつけた。その男は顔面からテーブルに倒れ込む。
　「可哀そうなEsruoc Tsrif」隣り合わせた男が、その体を助け起こした。「彼からは頂きすぎた」
　よろめきながらHeriahは立ち上がると、覚ろげな記憶を頼りに正門へと歩き出した。
　「Tressedさん、何処に居らっしゃるお積りです？」一同の内の１人が尋ねる。その声は嘲りの色を帯びており、決して気持ちの良いものではない。
　「私の名前はTressedじゃないの」口ごもった呟きを漏らして、Indykの腕を取る。「ごめんね、ここを出ないと」
　その男がフードを引き上げた時に、ちょうど砂時計の最後の一握が流れ落ちた。それはIndykではなかった。それは人間でさえなかった。野獣のような牙の並んだ裂けた口、空腹に血走った目、そして引き攣った顔面を具えた、それは、人間にも似た奇怪な生物であった。
　Heriahは、思わず、Esruoc Tsrif.と呼ばれている人物の椅子のところに倒れ込んでしまった。そのフードが頭から落ちて、青白く血の気の失せた、Indykの顔が顕わになった。Heriahが悲鳴を上げるのと、その彼女に一同が襲い掛かるのは同時であった。
　この世での最後の瞬間に、Heriahは、ついに「Tressed」の逆さ読み〔※２〕に思い至った。
　訳注

　※１　１６、１７世紀に英国に於いて流行した歌劇の一種。
　※２　当然ながら、「Tressed」の逆さ読みは「Dessert（デザート）」。また、「Esruoc Tsrif」の逆さ読みは「First Course（フル・コースの１品目）」。ちなみに、「Noihtarap」の逆さ読みである 「Parathion」は、Indykに古城の饗宴のことを教えた僧侶の名前である。
